
２０２１年度                

公益社団法人香川県聴覚障害者協会総括報告  

 

 2021年度も新型コロナウイルス感染症の影響で各種行事などがほとんど中止になり会員

同士の交流や情報交換をすることが出来ない大変苦しい１年となりました。オンライン会

議やオンライン講座が増え対面で話すことが少なくなり、人と人とが直接触れ合いお互い

を理解しあう機会が少なくなったことは、人間関係を構築するうえで大きな障壁になって

いるのではないかと危機感を感じています。 

 

コロナ渦でも小学生に手話を普及する出前講座は、対面での実施やオンラインでの実施

と工夫を凝らして実施しました。子供たちが手話に触れ聞こえない障害のことを考える良

い機会となりました。講座を受けた子供たちからは多くの感想文が送られてきました。 

この出前講座に派遣する講師（手話普及啓発員）の養成も開催して登録した手話普及員

を様々な所に派遣することもできましたがまだまだ十分とは言えません。これからも工夫

を凝らして手話の普及に取り組んでいきます。 

 

一日も早く香川県内全ての自治体で条例が制定され、当たり前のように手話でコミュニ

ケーションできる社会環境になるように要望活動は行いましたが、残念ながら 2021年度に

は、香川県内では手話言語条例を制定した自治体はありませんでした。 

 

 2021年度は「手話言語フェスティバル 2021」を開催して手話言語条例を制定した５市の

取り組み報告があり参考になりました。また、昨年度開催できなかった映画「咲む」上映

会は、感染対策を行って３回開催することができました。多くの人に観てもらいたいとて

も良い映画でした。 

  

 手話のできる県民を増やすために手話奉仕員養成講座入門編を新たに善通寺会場で開講

しました。手話奉仕員養成講座も開講後直ぐに休講延期と日程変更などを余儀なくされま

したが、オンライン講座なども実施して年度内に全ての課程を無事に終了することができ

ました。 

また、手話通訳者養成講座では、手話奉仕員養成講座修了後に手話通訳者養成講座受講

者を増やすためにステップアップ講座を開催して手話技術力のアップを図り選考試験受講

者も大幅に増加する効果がありました。手話通訳者全国統一試験の合格者増を目指してフ

ォローアップ講座も開催して統一試験合格に向けての試験対策講座を開催しました。2021

年度も手話通訳者全国統一試験受験者では３名の合格者を出すことができました。 

 

①手話通訳事業拡充のための取り組み 

（1） 香川県下の意思疎通支援事業の取り組みについては、香川県及び各市町に意思疎 

   通支援事業の拡充に関して毎年派遣の現状について理解をしてもらうために報告と

改善の提案を行っています。遠隔手話通訳の範囲拡大により利用者は少ないながら

も様々な利用での依頼があり対応に苦慮するケースも数件ありました。 

   (2）安心して手話通訳の派遣が受けられるように登録手話通訳者現任研修を高松（夜    

間）と中・西讃（土曜日昼間）で年 12回開催するなど情報提供や技術指導などを

対面やオンラインで実施しました。 

    登録手話通訳者は最低年 3回以上この現任研修を受講しなければ翌年派遣するこ

とができないことになっています。  

 



➁組織と活動強化のための取り組み 

 2021年度の会員数は、157名と昨年度より 6名減となり過去最低の会員数を 6年連続で

更新しました。この 5年間で会員が 42名減となり、正会員数の大半が高齢会員であり

年々高齢会員が増加していることから組織運営のあり方や運動を支える若年層の後継者不

足が深刻な問題になっています。 

 日本聴力障害新聞や季刊みみは、毎年購読者が減少しており購読者の拡大に向けた取り

組みも引き続き必要となっています。 

 

③香川県聴覚障害者福祉センター運営のための取り組み 

 開設から２７年が経過して設備などの不具合が多くなり、研修室の蛍光灯を LEDに変更、

２階３階のレースカーテンの取替やトイレの不具合の修繕など経年劣化が進んでいる箇所

の修繕などを行いました。 

 経費の節約にも取り組んでおり光熱水費はもちろんのことコピーの使用量を減らすため

のペーパーレス化や備品購入等も無駄がないように計画的に購入するように努めました。 

 

④高齢者対策のための取り組み 

 昨年度に引き続きコロナウイルス感染症の影響で対面での行事などが中止になり、高齢

者への情報提供などの支援が大きな課題のままとなりました。 

 

⑤情報手段拡充のための取り組み 

 聴障かがわに掲載している内容など動画による情報発信等の取り組みを少しずつ始めま

した。また、ホームページ等から様々な情報を動画で見られるように工夫しました。行政

にも手話言語にアクセスできる動画作成について要望しています。 

 

⑥手話のできる県民を増やすための取り組み 

 香川県の委託事業である手話通訳者養成講座 3 課程を 1 会場、手話奉仕員養成講座 2 課

程を県下 8市 9町合同事業として香川県下 7会場で実施しました。 

 各種専門学校や団体等からの依頼に応じて講師を派遣し手話や聴覚障害についての普及

と啓発活動に取り組みました。 

 手話奉仕員養成講座では、特別研修（講義）2回、特別研修（実技）各会場毎に 1～2 回

実施しました。手話通訳者養成講座では、手話通訳者養成講座受講希望者を対象にステッ

プアップ講座 6 回、手話通訳者統一試験合格を目指してフォローアップ講座 6 回開催しま

した。 

 全国手話検定試験を全級（5級～1級）実施、受験者の多い専門学校については、団体受

験として別日程で開催しました。また、全国手話研修センターからの依頼を受けてオンラ

イン試験を実施しました。 

 2021年度の全国手話通訳者統一試験では、12名が受験し 3名が合格しました。 

 

⑦関係団体と連携した取り組み 

 香川県身体障害者団体連合会や香川障害フォーラムに加盟し要望活動など香川県内の障

害者団体と共に運動を進め、関係団体（香川県中途失聴難聴者協会・全国手話通訳問題研

究会香川支部・香川県要約筆記サークルゆうあい）と連携して聴覚障害者災害時支援対策

準備委員会を開催し防災学習会を実施しました。 



  公益事業１ コミュニケーション支援事業報告  
 
【 事業総括 】 

聴覚障害者が日常生活において必要なコミュニケーション支援事業を実施している香
川県下各市町及び各種団体等からの依頼を受け、手話通訳者等をコーディネートして手
話通訳者を以下のとおり派遣した。 

 
【 事業概要 】 
 ①市町コミュニケーション支援事業 

手話通訳者の派遣については、香川県下全市町と派遣契約を締結して聴覚障害者等の
要請に基づき適切な派遣・調整を行った。 

また、手話通訳設置事業については、善通寺市・丸亀市との契約を締結して職員を出
向させ各市役所内等での通訳や相談等必要な支援を行った。 

 
 
 

手話通訳設置事業 手話通訳者派遣事業 
設置日数 相談同行件数 派遣件数 派遣者数 

香川県   １１件 ２５名 
高松市   １，１６４件 １，２００名 
観音寺市   １３６件 １３６名 
三豊市   １３５件 １３５名 
善通寺市 ９４日 ４３８件 ４件 ４名 
丸亀市 ２１１日 ６２８件 １０４件 １０４名 
坂出市   １８件 ２４名 
さぬき市  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

４３件 ４３名 
東かがわ市 ４４件 ４６名 
小豆島町 ０件 ０名 
土庄町 ０件 ０名 
三木町 ２１件 ２１件 
直島町 ０件 ０件 
綾川町 ２３件 ２４名 
宇多津町 １９件 １９名 
まんのう町 ５６件 ５６名 
琴平町 １０件 １０名 
多度津町 ０件 ０名 

計 ３０５日 １，０６６件 １，７８８件 １，８４７名 
 
       ※小豆島町、土庄町、直島町、多度津町は派遣実績がありませんでした。 
 
 
②手話通訳者等派遣事業 

  各市町コミュニケーション支援事業に該当しない各種団体・企業等からの依頼に基づ
き、手話通訳者等の派遣・調整を行った。 

 
  ・聴障センター派遣事業           延べ  １９７件    ３２８名 
 

設置事業を除く派遣件数及び派遣人員  １，９８５件   ２，１７５名 
 



  公益事業２ 香川県聴覚障害者福祉センターの報告 
 
【 事業総括 】 

聴覚障害者への情報提供・相談支援、研修室及び情報機器の貸出、文化・学習・レク
レーション支援等を行うための聴覚障害者情報提供施設とそれに付随する事業を香川県
より受託されている指定管理者として以下のとおり実施した。 

 
【 事業概要 】 

①香川県聴覚障害者福祉センター管理運営事業 
  建物の維持管理を適切に行うために専門業者等による定期検査などを行い、必要に
応じて修繕等を行い適切な管理運営を実施した。 
 
②手話通訳者養成事業 
２０２１年度手話通訳者養成講座開催状況 
・通訳Ⅰ （土曜日・高松） ３６回 受講者（２１名） 修了者（２０名） 
 ※受講者選考試験申込者数 ３０名（選考にて ２１名） 受講者延べ ６６８名 

 
・通訳Ⅱ （土曜日・高松） ３４回  受講者（１５名） 修了者（１２名） 

受講者延べ ３６３名 
・通訳Ⅲ （土曜日・高松） １３回 受講者（ ９名） 修了者（ ９名） 

受講者延べ １０９名 
 

合 計  ８３回 受講者（４５名）受講者延べ １，１４０名 
 
  ・手話フォローアップ講座（土曜日）６回 受講者（１９名） 受講者延べ６６名 
  ・手話ステップアップ講座（土曜日）６回 受講者（ ８名） 受講者延べ３２名 
 

合 計  １２回 受講者（２７名） 受講者延べ ９８名 
 

※手話通訳者全国統一試験受験者数 １２名 合格者数 ３名 
 

③手話奉仕員養成事業 
   ２０２１年度手話奉仕員養成講座開催状況 

・入門編（土曜日・高松） ２２回 受講者（３１名）受講者延べ ５１５名 
・入門編（土曜日・善通寺）２２回 受講者（２３名）受講者延べ ３９２名 
・入門編（土曜日・丸亀） ２２回 受講者（３３名）受講者延べ ４６４名 
・入門編（火曜日・西讃） ２２回 受講者（ ６名）受講者延べ １０１名 
・入門編（土曜日・小豆島）２２回 受講者（ ５名）受講者延べ  ９５名 
・基礎編（土曜日・東讃） ２５回 受講者（１１名）受講者延べ １５８名 
・基礎編（土曜日・高松） ２５回 受講者（２０名）受講者延べ ３７３名 

 

合 計  １６０回  受講者（１２９名）受講者延べ ２，０９８名 
 
  ・合同研修 
   ①特別講座 
    入門編 高松会場  ２回  受講者延べ３３名 
        善通寺会場 ２回  受講者延べ２４名 
        丸亀会場  ２回  受講者延べ１６名 
        西讃会場  １回  受講者   ３名 
        小豆島会場 ２回  受講者延べ ７名 
    基礎編 東讃会場  ２回  受講者延べ ９名 
        高松会場  ２回  受講者延べ２１名 



   ②特別講演 ２回 合同研修（講義編） 
   デフいきいきつどい   一般３７名・奉仕員受講者２０名 
   手話言語フェスティバル 一般５１名・奉仕員受講者３９名 

 
④字幕入りビデオ製作事業 

    手話通訳者養成講座を目指す方を対象にした選考試験ＤＶＤや聴覚障害に対する 
  県民の理解向上に向けた映像（各地域の行事など）を制作した。 

・２０２１年度手話通訳者養成講座選考試験              ４本 
・手話普及啓発動画（行政向け）                 ４本 
 ※香川県障害福祉課、高松市保健所、高松市障がい福祉課、気象庁 

・手話解説動画（公共施設向け）                 ６本 
 ※香川県立ミュージアム 

・手話養成講座動画                       １本 
・情報提供動画                         １本 

 
合計    制作件数   ９件   １６本   

 
 

 ⑤字幕入りビデオ貸出事業 
   デジタル放送の普及に伴い聴覚障害者もリアルタイムに字幕付きテレビ放送を見る 

ことが出来るようになり利用者数は減少傾向にあります。手話学習者がセンターで制 
作しているビデオを自宅学習などに利用するなどの貸出が増えている傾向があり、ビ 
デオの貸出についてはまだ需要もあります。 

 
貸出総回数 

実  施  機  関 貸出回数 貸出本数 

香川県聴覚障害者福祉センター ８１ ２０９ 

 
  内訳 

利 用 者 貸出回数 貸出本数 

聴覚障害者 ０ ０ 

聴覚障害者以外の団体及び個人 ８１ ２０９ 

 
字幕入りビデオテープ保有本数 

実  施  機  関 本 数 

香川県聴覚障害者福祉センター ４，３６１ 

 
 

 ⑥ＩＴ活用支援事業 
   今年度は、香川県聴覚障害者福祉センターにて、聴覚障害者を対象としたＩＴ講習 

会を企画した。 
 
  ・遠隔手話通訳事前登録説明会 
   内容は、遠隔手話サービスを利用するための事前登録および申請方法等についての

学習および説明。また、遠隔手話サービスで必要となるメールの利用（主に受信設
定）についても実際にスマホやタブレットを操作し、理解を深めてもらった。参加
者全員が遠隔手話サービスの事前登録を行うことができた。 

 
   開催日 １０月２４日（日）１３時３０分から１６時００分 受講者２名 



 
 
 
 
  ・パソコンボランティア派遣事業 
   高齢聴覚障害者等で聴障センターに来所するのが困難な方や、自宅のパソコンのイ 
   ンターネット接続設定等で必要な指導及び支援のために、パソコンボランティアを 

派遣した。 
   

聴障センターにて個別指導     ８名    （職員対応） 
    居宅派遣回数  ２回     対象者 ２名    派遣者  ２名 
 

計 延べ受講者数  １０名  サポーター等延べ  １１名 
 
  ※聴障センターでの個別指導や居宅派遣は主に職員が対応し、上記サポーター等延べ 
   人数には、職員対応分も含んでいます。 
 
 
 ⑦情報機器の貸出等コミュニケーション支援事業 
    聴覚障害者のコミュニケーションを支援するための各種情報機器の貸出を行った。 
 
    貸出情報機器                         
・携帯用磁気ループ    ２台 ０回 ・データープロジェクター ５台 ６５回 
・ＯＨＰ         ２台 ０回 ・ビデオデッキ      １台  ０回 
・スクリーン       ３台 １回 ・聴障体験グッズ    ２０台  ８回 
・デジタルビデオカメラ  １台 １回 ・ＯＨＣ         １台  ０回 
・パソコン        １台６９回 ・双方向呼出器｢合図くん 05｣１台  ０回 
・携帯筆談器｢かきポンくん｣５台  ０回 ・その他             ８回 

                                        貸出回数  延べ １５２回 
 
 ⑧聴覚障害者の文化，学習，レクリエーション活動等の援助及び推進事業 
    聴覚障害者団体等が行う文化活動等に対し，その会場を提供するなどその援助及び 
推進に努めた。 

  

研修室利用状況  ２４４回   ３，２６８名 
 
【 会議 】 
 

開催日 会議名及び主な協議事項 開催場所 参加人数 

10月19日（火） 業務連絡会議 
・設置業務状況 

聴障センター 
 

 ８名 

3月22日（火） 
 

業務連絡会議 
・設置業務状況 

聴障センター 
 

 ８名 
 

  
3月5日（土） 

 

センター運営協議会 
・2021年度事業状況 
・利用者アンケート結果など 

 
聴障センター 

 

 
中止 
 

  



  公益事業３ 聴覚障害や聴覚障害者及び手話の普及啓発事業  
 
【 事業総括 】 
  聴覚障害や聴覚障害者、手話等に関して健聴者に正しく理解してもらうために以下の 
とおり普及啓発を行い、聴覚障害者が社会参加しやすい環境整備に努めました。 

 
【 事業概要 】 
   ①啓発事業 

事務局担当事業 
・毎月 1回新聞の編集・発行 

       毎月定期的に 300部発行している。聴障者に読みやすい紙面作りを心がけて、写真 
    やイラストを多くした紙面となっている。 
 
   ・手話言語フェスティバル 2021 ※中止 
 

・全国手話検定試験受験者のための学習セミナー（5・4・3・2・準 1・1級）※中止 
       （詳細別紙委員会報告のとおり） 
 

・全国手話検定試験（5・4・3・2・準 1・1級） 
       （詳細別紙委員会報告のとおり） 
 
 
情報コミュニケーション委員会担当事業 
 

開催日 行事名 開催場所 参加人数 

6月26日（土） 手話通訳者現任研修 昼① 西讃ふくろうセンター 13名 

7月2日 (金) 手話通訳者現任研修 夜①-1 聴障センター 22名 

7月17日（土） 手話通訳者現任研修 昼② ひまわりセンター 14名 

7月25日（日） 
親子手話教室 

（午前の部・午後の部） 
聴障センター 

午前26名 

午後13名 

7月30日 (金) 手話通訳者現任研修 夜①-2 聴障センター 17名 

8月18日（水） 親子手話教室 ｵﾝﾗｲﾝ 聴障センター 15組 35名 

10月1日 (金) 手話通訳者現任研修 夜② 聴障センター 12名 

10月23日（土） 手話通訳者現任研修 昼夜合同 ｵﾝﾗｲﾝ 聴障センター 41名 

11月5日（金） 手話通訳者現任研修 夜④ 聴障センター 12名 

11月20日（土） 手話通訳者現任研修 昼④ 西讃ふくろうセンター 11名 

12月10日 (金) 手話通訳者現任研修 夜⑤ 聴障センター 11名 

12月18日 (土) 手話通訳者現任研修 昼⑤ ひまわりセンター 6名 

1月7日 (金) 手話通訳者現任研修 夜⑥ 聴障センター 19名 

1月15日 (土) 手話通訳者現任研修 昼⑥ ひまわりセンター 5名 

1月30日 (日) 手話講座担当講師研修会 マルタス 12名 
 

研修等  １６回   ２６９名 
 
 
 ②聴覚障害者や手話に関する刊行物、資料等の紹介（担当：事務局） 
    「聴障かがわ」による PRや２階ビデオライブラリーにて常時展示を行い、必要な方 

に適宜紹介等の斡旋を行った。 
 
 
 
 



 ③手話講習会等指導事業（担当：事務局） 
大学や専門学校、各種団体等からの要請に応じて以下のとおり講師の派遣を行った。 
・大学専門学校等     １０４回 
・企業・団体等       ２３回             計 １２７回 
 

 ④手話普及啓発事業（担当：事務局） 
  手話普及啓発員養成研修を 3回開催し、講師の登録証を発行した。 

高松市、さぬき市、東かがわ市からの要請に応じて以下のとおり講師の派遣を行った。 
 

実施日 場所 学年 コマ 人数 備考 

6月4日（金） 高松市立十河小学校 3 2 73  

6月21日（月） さぬき市立造田小学校 5 2 30  

6月30日（水） 
高松市立古高松小学校 4 3 90  

高松市立花園小学校 6 2 43  

7月2日（金） 高松市立新番丁小学校 5 4 140  

10月20日（水） 高松市立庵治小学校 6 1 31  

10月21日（木） 高松市立三渓小学校 5 1 71 ﾘﾓｰﾄ（3クラス） 

10月22日（金） さぬき市立さぬき北小学校 5 1 46  

10月25日（月） さぬき市立津田小学校 5 2 45  

10月29日（金） 
高松市立屋島東小学校 5 1 12 ﾘﾓｰﾄ 

さぬき市立寒川小学校 5 2 45  

10月30～31日 とらまる公園（ｶｰﾆﾊﾞﾙ）    東かがわ市民対象 

11月8日（月） 高松市立木太小学校 5 2 74  

11月10日（水） 高松市立弦打小学校 3 3 76  

12月1日（水） 高松市立栗林小学校 5 1 96 ﾘﾓｰﾄ（6クラス） 

12月20日（月） 高松市立檀紙小学校 3 3 98 ﾘﾓｰﾄ 

2月2日（水） 高松市生涯学習センター  1 13 高松市民対象 

2月9日（水） 高松市生涯学習センター  1 13 高松市民対象 
 

講師派遣  １９回   ９９６名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  公益事業４ 聴覚障害児・者生活支援事業  
 
【 事業総括 】 
   香川県立聾学校と連携して学校開放日に体育館でろう文化を知ることのできる情報提 
供などコロナのため行えなかった。また、聴障センターで毎月１回高齢聴覚障害者を対

象として日常生活情報や学習機会の提供及び交流等を実施した。 
 
【 事業概要 】 
  ①聴覚障害児・者相談事業 
   ・手話サロン（担当：教育・文化委員会） 
   コロナのため中止となった。 
 
 ・相談窓口の設置（担当：センター） 
    聴覚障害者及びその家族からの相談 
 に応じ、聴覚障害者の自立と社会参加 
 の意欲を向上させるよう援助指導を 
 行った。 
  相談内容の主な項目は、右記のとお 
 りです。 
  聴障者の文章読み書き、生命･健康、 
生活、通信情報支援などの相談が多く 
寄せられた。 

 
   計  相談件数 １２０件 

 
 ②高齢聴覚障害者生活支援事業 
・若葉の会（担当：センター） 
 毎月１回聴障センターで高齢者の生きがい事業として実施した。 
 開 催 日      行 事 名             参加人数 スタッフ人数 
４月２１日 折り紙パズル、コロナ対策学習 ９名 ９名 
５月１９日 【コロナのため中止】  
６月１６日 【コロナのため中止】  
７月２１日 防災学習、スクラッチ塗り絵 ９名 ８名 
８月１８日 【コロナのため中止】  
９月１５日 【コロナのため中止】  
10月２０日 太田施設長と遊ぼう ９名 １３名 
11月１７日 クリスマスリース作り ８名 １１名 
12月１５日 寅のポンポン作り ９名 １３名 
１月１９日 お正月の遊び ７名 １０名 
２月１６日 【コロナのため中止】  
３月１６日 【コロナのため中止】  

              計  参加者 ５１名 スタッフ ６４名 
 



・情報提供セミナー（担当：センター） 
 センターの動きなどの情報を掲載した「センターだより」を年４回発行して関係者や関
係団体等に配布した。また、聴覚障害者への情報提供事業としてセンター主催で情報提供
セミナーを下記のとおり開催した。 
  １１月２８日「電話リレーサービス説明会」 参加者 ２４名  

 
 
・秋のつどい（担当：高齢・女性部） 
隔年開催として、2021年度は休止としました。 

 
・デフ・いきいきつどい（担当：高齢・女性部） 
 １１月７日（日）香川県社会福祉総合センター  
参加者６１名 
例年の2月日程を11月に変更して開催しました。

全国手話研修センターより講師をお招きして、標準
手話の作り方について講演していただきました。 
 
 
・聴覚障害者災害対策訓練（担当：災害時支援対策準備委員会） 
 1月16日（日）聴障センター 参加者４０名 

 当初は、高松南消防署の職員による講話と実技指導の予定でしたが、準備している間に

新型コロナウイルス感染症が拡大し、高松市の基準により消防署職員の派遣ができなくな

りました。 

 急遽、学習内容を「自分の命は自分で守る」のテーマで香川県聴覚障害者福祉センター

太田裕之施設長の講演に変更して実施しました。 

平成28年の熊本地震で支援活動をした経験を基に①地域協会や手話サークルなどで防災

学習会を開く（知識）②地域の防災訓練に一緒に参加する（体験）③安否の確認をする（

情報）④被災した会員への考慮（支援）など。「自分たちにできることって何だろう？」

と日頃から意識しておくことの大切さをお話しされました。 
 学習会終了後に訓練で火災警報を鳴らし、参加者の皆さんと一緒に避難訓練を行いまし
た。避難時に非常階段ではなく通常の階段で降りた人がいたり、聞こえない人との情報共
有であったり現場で体験してみないとわからない課題が見えてきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



公益事業５ 聴覚障害者社会参加促進事業  
 
【 事業総括 】 
  コロナ禍のため一部の事業が中止になりましたが、3 密に留意して人数制限を設けて
開催しました。社会の中でコミュニケーションが困難なことから孤立したり、情報格差
が生じたりなどの障壁があり、聴覚障害者と健聴者が共に参加できる学習会・スポーツ
交流会などを実施して聴覚障害者と健聴者の相互の交流を深め、聴覚障害に関わる情報
共有・交換の場を提供しました。 
 

【 事業概要 】 
 ①聴覚障害者研修事業 

開催日 行事名 開催場所 参加人数 担当部局 

4月18日（日） 高齢・女性部会 聴障センター 12名 組織委員会 

6月12日～14日 第69回全国ろうあ者大会 栃木県 中止 事務局 

7月5日（日） 四国ろう者のつどい2021 オンライン 4名 事務局 

7月31日（土） 
ろう児難聴児サポート教室Ⅰ 

まなびCAN 
9名 教育・文化委員会 

ろう児難聴児サポート教室Ⅱ 7名 青年部 

8月29日（日） 第1回 地域協会会議 聴障センター 中止 組織委員会 

9月23日～26日 
第33回全国ろうあ 

高齢者大会 
岐阜県 中止 高齢・女性部 

10月1日～3日 
第51回全国ろうあ 

女性集会 
秋田県 中止 高齢・女性部 

11月7日（日） デフいきいきつどい 
県社会福祉 
総合センター 

61名 高齢・女性部 

11月21日（日） 
四国手話学習会 

手話でGo! 
オンライン 12名 事務局 

11月26日～28

日 

第55回全国ろうあ 

青年研究討論会 
オンライン 1名 青年部 

12月12日（日） 第2回 地域協会会議 聴障センター 15名 組織委員会 

  
 
②情報提供事業 

開 催 日 行 事 名 開催場所 参加人数 担当部局 
4月18日（日） 春の茶話会 聴障センター 中止 組織委員会 

 
 
③聴覚障害者スポーツ大会参加支援 

開 催 日 行 事 名 開催場所 参加人数 担当部局 

5月15～16日 第13回中国・四国地区ろうあ者体育大会 島根県 中止 
スポーツ 

委員会 

5月30日（日） 
第21回全国障害者スポーツ大会聴覚障害者

バレーボール競技中国・四国地区予選大会 
岡山県 中止 

スポーツ 

委員会 

7月5日（月） 四国ろうあ高齢者スポーツ大会2021 愛媛県 中止 高齢・女性部 

9月17～19日 
第55回全国ろうあ者体育大会 

ボウリング・野球・ソフトボール 
兵庫県 中止 

スポーツ 

委員会 

9月24～26日 第33回全国ろうあ高齢者スポーツ大会 岐阜県 中止 高齢・女性部 

10月3日（日） 健康交流会（ボッチャ） ﾘﾊｾﾝﾀｰ 17名 
スポーツ 

委員会 

 


